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みんなでつくる情報板

わかやまイベントボード
●講演会『希望のエネルギー資
源メタンハイドレート」
　新エネルギー資源「メタンハ
イドレート」は和歌山県沖に豊
富に存在するとされています。
その魅力について幅広く学び理
解を深めます。
日時　9月 3日（日）
　　　10:00 ～ 11:30
場所　和歌山県 JA ビル 2 階・
和ホール
講師　青山千春さん（東京海洋
大学准教授）
参加費　無料
定員　200 名（申し込み必要）
申込み　和歌山工業高等専門学
校（メール kouza@wakayama-
nct.ac.jp）に氏名・ふりがな、
年齢 ・所属（学生の場合は学校
名と学年）、住所 ・電話番号を
記載し、件名を「メタンハイド
レート講演会参加希望」として
送信ください。

●世界遺産セミナー「高野参詣
道－世界遺産となった黒河道」
　世界遺産に追加登録された黒
河道に関する講座です。
日程　9月 3日（日）
　　　13:00 ～ 15:00
場所　橋本市文化会館 3F 第一
研修室
講師　大岡康之さん（橋本市教

育委員会参事）
定員　40 名
参加費　無料（申し込み必要）
問い合わせ・申し込み　和歌山
県世界遺産センター（0735-42-
1044）

●キャンドルライトイルミネー
ション in あらぎ島
　竹灯篭 1700 本があらぎ島を
彩ります。
日程　9月 6日（水）
　　　18:30 ～ 21:00
場所　あらぎ島（有田川町）
参加費　無料
問い合わせ　清水行政局産業振
興室（0737-52-2111）

●あなたもデビュー♪THE 男う
た！
　懐かしの楽曲をみなさんで楽
しみませんか。
日程　9月 9日（土）
　　　13:00 ～ 15:00
場所　和歌山市あいあいセン
ター
対象　男性 50 名（申し込み必
要）
参加費　無料
問い合わせ・申込み　和歌山市
男女共生推進課（073-432-4704）

和歌山を創る新聞

かつくわ隔週金曜掲載
　　　 特定非営利活動法人
　　　 わかやまNPOセンター
〒640-8331 和歌山市美園町 5-6-12
TEL 073-424-2223　FAX 073-423-8355
E-mail info@wnc.jp  URL http://www.wnc.jp/
編集　志場 久起

とはわかつく
和歌山県内で NPO（民間非営利組織）の支援を
おこなっている「わかやま NPO センター」の
責任編集で、市民のみなさんによる公益的な活
動や、これからのまちづくりに必要と思われる
様々な情報を隔週連載でご紹介する紙面です。
2013 年 4 月以降のバックナンバーはわかやま
NPOセンターウェブサイトで公開中。

【目標 12　持続可能な

生産消費形態を確保す

る】

　　目標 12 に掲げてい

るのは、様々な物資の

生産と消費についてで

す。農林水産業・工業

双方に関わる事柄となっています。

　2030 年までの目標として、①持続可能な消費と

生産に関する 10 年計画枠組み（10YFP）を、先進

国主導のもとすべての国で進める、②天然資源の持

続可能な管理と効率的な利用の達成、③世界全体の

1 人あたりの食料廃棄を半減するとともに、生産

やサプライチェーンにおける食品ロスを減少する、

④2020 年までに製品のライフサイクルにおける化

学物質や廃棄物の適正な管理を実施する、⑤廃棄物

の発生防止や再利用などにより、廃棄物を大幅に

削減する、⑥特に大企業や多国籍企業を対象に、持

S D
G を知ろう　⑭

国連・持続可能な開発目標
s

続可能性に関する情報の発信を推奨する、⑦持続可

能な公共調達を促進する、⑧世界中の人々が持続可

能な開発や自然と調和したライフスタイルに関す

る情報と意識を持つ、の 8点を挙げています。

　必要なこととして、⑨開発途上国に対して持続可

能な消費・生産形態促進のための科学的・技術的

支援を行う、⑩雇用の創出や地方の文化振興・産品

の販促につながる持続可能な観光業に対して、持

続可能な開発が及ぼす影響を測定する方策を開発

する、⑪破壊的な消費を推奨する化石燃料に対する

非効率な補助金を合理化する、の 3 点が挙げられ

ています。

◆　　　◆　　　◆

　「持続可能な消費と生産（SCP）に関する 10 年

計画枠組み」（10YFP）とは、2012 年にブラジル・

リオデジャネイロで開催された「リオ +20」で採

択されたもの。①SCP への移行を目指す地域や国の

政策支援、②途上国への資金、技術等の提供、③知

識・経験・ツール等の共有とパートナーシップの

促進、という 3 つの目的を掲げており、それを実

行するために「持続可能な公共調達」「消費者情報」

「持続可能な観光・エコツーリズム」「持続可能な

ライフスタイル及び教育」「持続可能な建築・建設」

「持続可能な食糧システム」の 6 つのプログラムが

組まれています。なお日本は「持続可能なライフ

スタイル及び教育」に積極的に関与することとなっ

ています。

　目標 12 に関してはこの 10YFP がベースとなっ

ている部分が大きく、消費と生産活動を持続可能

なものにするための工夫を全世界で進めていこう

という思惑がみえます。

◆　　　◆　　　◆

　いっけんわかりにくい⑪についてですが、国民

が燃料を安く調達できるようにするために、エネ

ルギー供給に対する「化石燃料補助金」を支出す

る国が 30 ほどあります。補助金の額はエネルギー

価格に左右されますが、世界銀行が 2012 年に発

表した報告書では総額で年間 80 兆円にのぼるとい

います。安く燃料を購入できる一方、有限の資源

である化石燃料の浪費やCO2増加につながること、

クリーンエネルギーの導入を阻害すること、各国

の財政を圧迫している、などの批判があります。

補助金制度を見直すことで化石燃料の使用を大幅

に減らせるのではないかと期待されています。
このほかの情報もたくさん掲載！
「わかやまイベントボード」 

URL http://eventboard.shiminjuku.jp/
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　和歌山ならではのコスチュームを身にまとい、華麗な技を繰り出す選手たち・・・。和歌山を中心に活動するプロレス団体「紀州ぶんだらプロレス」
の試合のひとコマです。まちなかでのイベントや福祉施設への訪問を通して、和歌山の人たちを元気にしようと 2016 年 3 月に結成されました。今回
はプロレスでのまちおこしに挑む、「紀州ぶんだらプロレス」をご紹介します。運営団体の NPO 法人ドリームクリエイター代表の米谷克己さんにうか
がいしました。
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NPO法人ドリームクリエイター
Facebook ページ：「紀州ぶんだらプロレス」で検索

◎10 月 22 日「第 14 回リビングフェスタ 2017 in 和歌山マリーナシティ」にて試合とちびっこプロレ

ス教室を開催！

◎練習生・イベントを手伝ってくれるボランティアも募集しています。

5 月に県立体育館で行われた試合の様
子。華麗な技を決める真田丸（左）

今月、和歌山MIO で開催された試合の様子から。

「スカルフリーダム」の選手入場

今月、和歌山MIO で開催された試合の様子から。

「スカルフリーダム」の選手入場

サラリーマンの風貌をしたグレートサラリーマ

ン（左）が互角の戦いをみせる

サラリーマンの風貌をしたグレートサラリーマ

ン（左）が互角の戦いをみせる


